
跨道橋連絡部会について （京都府道路メンテナンス会議）

・平成２５年６月の道路法改正を受け、平成２７年６月３日に京都府道路メンテナンス会議を設置し、その下部組織として跨道

橋連絡部会を位置づけ

・熊本地震において、跨道橋の落橋等により大きな影響を及ぼしたことを契機に、道路法外の跨道橋について適切な維持管

理及び耐震対策を推進するため、平成２８年８月３１日に京都府道路メンテナンス会議 跨道橋連絡部会を開催

経緯

●議題

・跨道橋連絡部会について

・熊本地震による被災及び復旧状況

・跨道施設の点検、修繕、耐震補強の状況

●要旨

・跨道橋の維持管理及び耐震対策について、適切に実施していただくよう協力を依頼

・現時点で予算措置等や法律上制約できるものでは無いが、維持管理等の重要性について認識していただくことが必要

・跨道橋管理者の多くが、予算確保、維持管理及び耐震対策に関する技術力やノウハウが無いなどの問題を抱えられており

今後の課題として検討していくことが必要

●主な質疑

・跨道橋調書について、再調査はあるのか
・予算確保に向けて必要額が分からない

・道路、鉄道、河川を一緒に跨ぐ場合の点検方法について

・点検費用の補助制度等はあるのか

・点検を実施しなければならない期限はあるのか

平成２８年度 跨道橋連絡部会 概要

跨道橋連絡部会風景
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跨道橋連絡部会について （京都府道路メンテナンス会議）

平成２９年度 跨道橋連絡部会 概要
●議題

・跨道橋連絡部会について
・道路メンテナンス年報
・持続可能なメンテナンスの実現（セカンドステージ）
・道路での耐震化の目標及び状況
・跨道橋管理者の点検・修繕・耐震補強の状況
・その他

●要旨
・京都府道路メンテナンス会議の設置経緯及び、跨道橋連絡部会の位置付けと、前回の第１回跨道橋連絡部会の概要を説明
・緊急輸送道路について説明
・メンテナンスのセカンドステージについて説明
・耐震補強の推進について説明
・平成２６年度から始まった法定点検により、点検を進めており今年度は４年目。今後は、３０年度までに一巡目の点検が終わ
りセカンドステージということで、補修がメインになってくる
跨道橋も点検を行って頂いていると思うが、点検の結果により跨道橋を通行止めにするといったことは難しいと思われるため

そういった場合は早期にご相談頂ければ対応したいと考えている

●主な質疑

・橋自体は認定道路ではない歩行者用の私道の場合、道路法外の跨道橋であるのか

・道路法で適用する点検要領に準じて、協力を求められているという事でよいのか

跨道橋連絡部会風景




